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前々年度末実績
土曜日：5.9％
日曜日：3.0％
評価軸0～20件

ダミー予約含む

ダミー予約含む

ダミー
予約含む



2026年3月実績
１位　吉田町役場 　136回
２位　カインズ　　　91回
３位　榛原病院　　　74回
４位　いしだ眼科　　61回
５位　吉田IC駐輪場　37回
　　　セブンイレブン神戸北店　60回

停留所内訳
利用可能停留所　177ヵ所
廃止　　　　　　　2ヵ所
期間限定利用　　 31ヵ所

利用されたことがない停留所
常設の停留所では7ヵ所



前々年度までは20時以降
の利用実績は0だった







令和７年度
“ぎゅっと”カーよしだ

収支報告書
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（単位：円）

項目 金額 割合 項目 金額 割合

国費 9,580,444 19.1% 運行委託料 39,791,091 79.2%

運賃 2,412,700 4.8% 　うち人件費 37,092,000 73.9%

その他負担金 5,144,000 10.2% 　うち燃料費 2,347,045 4.7%

一般財源 33,085,120 65.9% 　うち車両経費 190,786 0.4%

　うち車両保険料 161,260 0.3%

車両借り上げ料 1,205,600 2.4%

システム使用料および
コールセンター業務委託料

9,225,573 18.4%

合計 50,222,264 100.0% 合計 50,222,264 100.0%

歳出歳入

令和７年度“ぎゅっと”カーよしだ収支報告書

運行委託料

79%

車両借り上げ料

3%

システム使用料および

コールセンター業務委託料

18%

歳出

国費

19%

運賃

5%

その他負担金

10%一般財源

66%

歳入
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吉田町 “ぎゅっと”カーよしだ 実証実験 評価

目標
（交通計画
の目標）

取り組み内容 施策
実施状況 R7年度の

実施内容/未実施の理由2024.
3

2025.
3

2026.
3

１．
現行のバス路線
の利便性向上

１）
“ぎゅっと”カーから
バスへの乗継がで
きるようにする

バス停付近への
“ぎゅっと”カー停留所
の設置 〇 〇 ◎

・新規に1１ヵ所追加した。
・実証実験開始以来、設置した停留
所の9割が使われている。

２）
特に、朝のバスへ
の乗継をしやすく
する

朝専用のバスへの乗
継を前提とした運行 〇 〇 ◎

・朝のバスへの乗継に配慮した運行の
実験をした結果、利用者の自由度が
高いフルデマンドが有効であることが判
明。利用者も増えている。

２．
「“ぎゅっと”カーよ
しだ」がバス路線
に接続し、町内
をカバー

１）
公共交通カバー
状況の改善

住宅地内への停留
所の設置

〇 ◎ ◎

・停留所へのアクセス距離の目安を
150ｍ以下(※1)での配置を充実。
・自治会からの要望で、停留所を追加
し、カバー率が向上した。
（まちなか停留所4ヶ所追加）

３．
まちづくりと連携
し町内どこでも利
用できる公共交
通サービスを実
現

１）
高齢者の通院や
買物の移動手段
の確保

通院/買物の目的地
を停留所に設定する 〇 ◎ ◎

・通院/買物の目的地の停留所を追加
し、町内の医療施設は概ね停留所に
設定した。（医療施設6ヶ所追加）

２）
「通いの場」への
移動手段の確保

「通いの場」への移動
手段としての利用 〇 〇 ◎

・「通いの場」への移動手段としての利
用が定着した。
・今後は、“ぎゅっと”カーを活用する「通
いの場」を増やす段階に入る。

３）
高齢者の外出/
社会参加の促進

高齢者を対象とした
説明会の開催 〇 ◎ ◎

・社協と協力した呼びかけ型説明会か
ら、住民からの要望対応型に変化し
た。

４）
吉田町から近くの
高校への通学スト
レスを減らす（高
校まで定住しやす
くする）

高校生を対象とした
説明会の開催 △ 〇 〇 ・榛原高校の探求授業への参加。

しずてつジャストライン
の通学定期保有者
は、乗継割引100円
適用のしくみを導入

〇 〇 〇
・しくみは導入したが、実際の利用の増
加は鈍い。

５）
高校生と共に
“ぎゅっと”カーの使
い方を考える

高校生と共にプランを
考え実施する × 〇 △

・榛原高校の探求授業への参加で検
討機会を創出したが、実施は不十分。

６）
吉田町民の生活
の質の向上

子育て世代等、幅
広い層への説明会の
開催 × △ ◎

・オープンハウスやPTAとの懇談会等で、
子育て世代に直接説明の機会を設
けた。商工会親子向けイベントでの説
明ブースも出店。

■吉田町地域公共交通計画における目標

■計画の進捗状況と自己評価 ※以下、「“ぎゅっと”カーよしだ」は「“ぎゅっと”カー」と表記

だれもが気兼ねなく「おでかけ」できる町
↓

自家用車に頼らず移動できるようにする
↓

・現行のバス路線の利便性向上
・「“ぎゅっと”カーよしだ」がバス路線に接続し、町内をカバー

・まちづくりと連携し町内どこでも利用できる公共交通サービスを実現
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目標 指標
1年目（6ヵ月）

(R5年度)
2年目

(R6年度)
3年目

(R7年度)
4年目

(R8年度) 考察

３
．
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
町
内
ど
こ
で
も
利
用
で
き
る
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
実
現

①

“ぎゅっと”
カー
登録者数

目
標
値

高齢者人口
(7,468人)

に対する割合8％
（598人）

12％
（897人）

20％
（1,494人）

※2

30％
（2,240人）

R7年度は、“ぎゅっ

と”カー データ読
み解き会、オープン
ハウス等、老若男女
に広く説明と意見
交換できる機会を
設け理解促進を図
り利用を促した。

実
績
値

8.8％
（654人）
(R6.3時点)

17.4%
(1,302人)
（R7.3時点）

28.0%
(2,092人)
（R8.3時点）

②

“ぎゅっと”
カー
利用件数
（のべ）

目
標
値

1,440人
(登録者数×20％
×2.0乗車/月

×6ヵ月)

2,583回/年
(登録者数×12％
×2.0乗車/月
×12ヵ月）

5,379回/年
(登録者数×15％
×2.0乗車/月
×12ヵ月)

7,380回/年
(目標登録者数2,050人×15％

×2.0乗車/月×12ヵ月

R7年度の会員登録

者における利用経
験者率は、45％前

と高く、一人あたり
の利用回数は1-2回
/月が過半数となっ
ている。

実
績
値

1,537人
（R5.10～R6.3)

5,566人
（R6.4～R7.3)

9,874人
（R7.4～R8.3)

③
乗合率

目
標
値

1.1
※4

1.2
R5年度を維持

1.25
R6年度を維持

1.25
R7年度を維持

R5年度にから県市

町自主運行バス補
助金基準を上回っ
ており、R7年度は概
ね1.2で安定してい
る。この状況を維持。

実
績
値

1.2
(R6.3)

1.24
(R7.3時点)

1.19
(R8.3時点)

④

利用者のお
出かけ意欲
の向上

目
標
値

10％
※5

56％
R5年度から微増

50％
R6年度から微増

R5年度に目標値を

クリアしているため、
翌年からは前年の
微増をめざす。

実
績
値

54.8％
※6 48.8% 44.1％

⑤

利用者のお
出かけ回数
の増加

目
標
値

10％
※5

31％
R5年度から微増

30％
R6年度から微増

同上

実
績
値

30.2％
※6 26.4% 28.1％

⑥

利用者の満
足度（同上）

目
標
値

70％
※2

84％
R5年度から微増

75％
R6年度から微増

同上

実
績
値

82.5％
※6 74.8% 75.4％

⑦
収支率

目
標
値

令和5年度の経費

は本格運行時と
は異なるため、令
和6年度に設定

5％
運行経費全体額
の燃料費相当分

5％
運行経費全体額
の燃料費相当分

―
実
績
値

3.1％ 4.8％

■定量評価
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※1）「第１回 高齢者の移動手段の確保に関する検討会」2008年国交省 配布資料「高齢者の生活・
外出特性について」より

「無理なく休まずに歩ける距離が100ｍまでとする人が高齢者の１割、75歳以上は17％」
（参考︓高齢者の歩行速度は約60〜70m/分程度）

※2）近隣自治体の状況
 焼津市くるりん号

• 高齢者登録数（高齢者登録数÷高齢者人口）8.27％（R5.3）→15％（本格運行への判断基準）
• 利用者の満足度︓44％ (地域公共交通網形計画の目標値)
• 焼津IC周辺地域の収支率︓20.47％（本格運行への判断基準）
• 費用効率 １人１回利用あたりの市負担額︓1,400円以内（本格運行への判断基準）

 牧之原市デマンド乗合タクシー（牧之原市公共交通計画）※利用対象者︓75歳以上の高齢者
• 市街地想定利用者数375人/号（R3）
• 会員登録者率（75歳以上進行に占める割合）12.4％ →15％（R8の目標値）
• 利用者の満足度︓74％
※収支率など費用効果は、福祉施策の色合いが強いため用いない

 島田市公共交通計画
• 地域公共交通運行平均収支率（運賃収入÷運行経費）の平均値︔10％（R4） →20％（R10の目
標値）

※3）豊明市公共交通協議会（R2.6.3）資料
 チョイソコ利用者データ（第１期〜第４期）より

• 「登録者1,682 人のうち、利用経験者 548 人（33％）未利用者 1,134 人（67％）」

※4）県市町自主運行バス補助金基準︓1.1 以上

※5）参考「シニア世代におけるコロナ禍の外出・社会参加影響調査結果」2020.08.28 WHILL株式
会社HP 掲載 https://whill.inc/jp/news/28585

※6）「“ぎゅっと”カーよしだ」実証実験に関するアンケート調査 2024.3実施 吉田町
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